このたびは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書」をよくお読みいただき、 

正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保訝書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターサービス登録カードは必ずご投函ください。 


A 危陵 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：な ミ 由 

KEROSENE ONLY 
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換気が夏 

1時間に！〜2回 
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A 注意 

変質•不純な油使用厳禁 


取巧説明書 


点横•手入れ•アフタ1サ！ビス 
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安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をを全に正しく使巧するために、がずお巧 c 
ただ < c とを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 

A t ^ RsrnAMrjFR '^ f この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負ラ危陸 
ム :! JBP 巧、 UMIMUCrU または火災の危険び差し迫って生 じることび想定される内容をおしてし、ま ■§ 

A ^^An/A 〇 |\|||\| 〇 ^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能お 
一百口、 VV パ niNMIMU ノまたは乂災の可能性が想定さ れる内容を示しています。_ 

A - AI 1 了 101\1 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物が 

局、 し I IUIM ； I 損害の発生 が想定される內容を示してしほず。 

♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



A 


この絵表示は、「注意 
していただ < 内容です。 


♦説明义中の r お願い」事項は、本機を誤りなく立 
くお使いいただくための内容び記載されていま 


A 危険 （ DANGER) 


女ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でち、火災の原因になります。 




A 警告 (WARNING) 


★スプレー宙厳禁 

•スプレー生やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前面やミ届風のあたるところ 
に巧置しないでください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 

(窓の凍結、地下室など)換気が充分におこなえない場所では、使巧しないでください。 


女換気お費 I 

•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化 S 
炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 ノ 

•使用中は必ず1時間に]〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。/ 
(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない塌所では、使用しないで<ださい 。 b 

★温風欣出□をふさがない 

巧類、紙などで漏風吹出□や空気取入□をふさびないで<ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 
落下した衣類に火びつさ、乂災の原因になります。 


★寝るとさ消火 

寝るときやが出ずるときは、必ず消火し、火び消えていることを確認して<ださし、。 
予想しない事おび発生するおそれびあ D ます。 


★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するわの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）、スプレーを使用しないでくだごい。 

义災ゃ故障の原因になりまず。 














を全のために必ずお守りください 


_ A 注意 （CAUTION) 


★力一■テン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいをののそばなどでは、使用しないでください。 
毛布やふとんなどをおくに置かないで<ださい。 

义災び発生するおそれびあります。 


★給油時消乂 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5、火の気のないところでおこなっ 
て < ださい。 

火災のおそれびあります。 

肩室内給巧禁正 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれびあ0ます。 

~★異常時使用禁正 

におい、ずずの発生、がの色など異常を感じたとさは使用しないでください。 

運転スイッチを押して「切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびあります。 

•万ーストーブから火び出たり、床などに火びついたとさは、あわてずに消火器で消义 
して < ださい。 

★油漏れ確認 

給油□口金は確実に締めてください。 

給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□口金がが〇て、义災のおそ〇びあ0 
ます。 

•油び漏れるげ態で使用しないでください。乂ぷのおそれびあります。 


★温風に直接あた5ない•ふく射熱に長時間あた5ない 

湿風に直接長時間あたった0、ストープの前に長時間い続けないでください。巧温やけ 
どや脱水症状になるおそ〇びあります。 

通風を直接吸い込まないでくだごい。 

気分び悪<なることびあ0ます。 


女ほこりの原丟 

給気フイルターやフアンカバーは、週1回掛上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで給気フイルターやフアンカバーびつまると、異常燃焼のおそれび‘ 
あ0ます。 

导移動 •運 搬すると定の注意 

ス I ''ーブはひさずらないでください。床面、じゆラたんなどを傷つけたり、本体底面の 
塗装びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ストーブを移動する時は、必ず消火をし、 油 タンクを抜いて傾けない よ ラに静かに移動 
してください。油び漏れたり、乂がになるおそれびあります。 

修理•引越しなどでストープを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざらの灯油を巧 
いてください。阿油びこぼれ周囲をミちすおそれびあります。 

高温部接觸崇正 

燃焼中や消火直機は、高温部、温風收出□やガードに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 





〇 


窃 I 消义 


を 

0 

使用禁止 





【巧巧フイルター）（フアンカバー） 


f 


〇 



女指や異物を入れない 

燃焼部(炎筒)の上やガードの中に、指や異物をのせたり入れたりしないでくださし、。 
けびや义災のおそれびあります。 










A ミ主意 （ CAUTION) 


★次の場所では使用しない 

火災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使し巧をしないでください。 
乂災の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 




★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使用しないでください。ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとき、又は保管するときは、必ず好油を巧き電源プラグをコンセントから巧 
いてください。 

傾けたり、横倒しの巧態では保管しないで<ださい。抜さ取れなかった I 灯油び漏れたり、火災 
のおそれびあります。 


★電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えたり、傷付けた0まねたり、物をのせたり加工しないでください< 
また、電源フラグを抜くとさは、コードを持って引さ巧かないでください。 

電源コードび破損し、火おや感電の原因とな0ます。 


0 

禁止 


★長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使用しないとさは單源プラグをコンセントから抜いて < ださし、。 
乂災ゃ予想しない事故の原因とな0ます。 


取原フラグを巧< 


★電源プラグは確実に善し込む 


電源フラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 
I 乂ぶの原因になります。 ) 

めれた手での抜さ差しはしないで < ださし、。 

感電の原因になります。 


★電源プラグのお手入れをずる 


ときどきは電源プラグを巧き、ほこり（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になります。 


f 


★お子様やお年寄りのご使用にミち意 


お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合は、やけどや、部屋の換気などにつ 
いて、周囲の人び充分にま意してください。 


〇 

指示 


★腰をかけたり物をのせなしリ 


ストーブの上にのつたり、腰をかけたりしないでください。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。かがか 
かると漏電や故障のおそれびあ0ます。 


0 

禁止 


★廃棄ずるとを 


ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けどら内のな油を巧を取ってください。 
(24 ぺージ参照） 

巧油び入ったまま廃棄すると1」サイクルの際思わめ事故び発生するおそれびあります。 


〇 

指示 


巧 
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お使いになる前に 

0繼 




ち全のために必ずお守りください 


A ミち意に AUTION) 


★次の場所では使用しない 

火災や予想でさない事故や故障の原因になります。 

C ほこりや湿気のをい場所） 

•空気を取り入れるフィルターが目づまり状態になり、異常過熱や異常燃焼を起こし、 
事故になる危険性びありまず。 

方スの発生する場所、またはたまる場戸。 

• 爆発や义災の原因になりまず。 

01室、飼育室など人のいない磊^ 

• 予測でをない事故び発生ずるおそれびお0ます。 

C 風のあたる 塌 巧、部屋の出入口 7屋幻 で） 

•風のあたるところでは使用しないで<ださい。炎が出て危険でず。掃除機の排気にを 
を意してください。 

•部屋の出入□など人の通るところ、人びぶつかったりつまずく場所で使用すると、お 
倒して事故や火災び起さるおそれびあ0ます。 


不安定な物をのせた棚などの下 


•落下物により火災び起さるおそれがあります。 


( 直射日光のあたる場所、漏度の高い場所 

• 異常燃焼を起こすおそれがあります。 

•油タンクのの油びあ所れ出て火災のおそれがあります。 


理•美容院、ク U — ニング店などスプレーや化学露品を使ラ場所 

•巧•美容院、メツキ、塗装工場、型子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しな 
いで < ださし、。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生によ0金属•鏡•ガラスなどを傷める原因となります。 
•石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを配合した巧毛用コート巧やヘア 
-トリートメント(枝毛用）は点火ミスれ途中消乂など故障の原因になりますので使 
用しないでくださし、。 

广高地 （ ISOOnU ソ上の塌巧 )） 

• 酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

• 8 日日〜 13 日日 m では 調整が 必要でずので販売店までお問し冶わせくださし、。 


★可燃物 （ 木壁、含板、ふずまなど）との距離を離す 

•ス I ブ上方の棚などとの眶離は必ず1 m 似上あけてください。 50 cm 

•上方の棚などからの落下物がないよラにしてください。 な上 

•特に、カーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 —— 

• 家具等からは充分な距離をとってください。 / 

(熱で変形や変を、自然発义することびあります。） / 


0 

使用禁止 





お願い （ NOTICE) 


★シリコーン配合製品を使用しない 

•ス I ブ(石油フアンヒーター)で曠房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.ク U - ム■液体スプレーな 
どの枝毛用ヘアート1」ートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。点乂ミス. 
途中消乂などの故障の原因になります。 

女な油の廃棄 

•灯油の廃棄姐分は、な油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 









使用ずる場所 


★効果的に使用するために 


•温風の循環を妨げるちのびない場巧に設置してください。 
• か気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 



各部のなまス 


巧観図 I 


タンクふた 


J レーノ （ 一 
(温風吹出 □) 



お使いになる前に 






































点灯 

ii 油タンクび空になって消火ずる1日分前に点巧。同時にブヴー 
が「ピッピッ」と連続して鳴り残り燃焼時間(分)を表示します。 
点滅(運転中） 

♦給油延長ボタンを押すと点滅し、給油延長(最大約己0分間延 
長）運乾中を表示します。 

点滅（運転停止） 

参油びなくなり自動消火しました。（已砂間ブヴーび鳴0ます） 


給油ランプ 


給油換気 

TOYOTOMI 


点な…ひかえめ運転中 
14ページ参照 


ひかえめ運乾ランプ 


セーブ ランプ 

点灯…セーブ運転中 
16ページ参照 


点:) a ♦タイマー運転待機中 
•タイマー運転中の1時間。 

参タイマー運転終了時 （ ，*,ん-表示) 


14、17、18、19ぺージ参照 


設定湿度 


運転スイッチ 

♦一度巧すと 「入—」 

•をラー度巧すと「切屋」 
になります。 

点滅 . 予熱中 

点灯 . 運転中 

消な . 消火 


時計•温度表示 

デジ例レ表示部の表示内容を示します。 


操作部•表示部のなまえと使いかた、 r 点灯」-「点滅」の意味 


各部のなまえ 



運転スイッチ扣ま，. 

玄国 





















デジタル表示部 


消臭ランプ 

•点丹…消臭点火に設定 
されています。 

♦点滅…消臭機能作動中。 
14ぺージ参照 


チャイルドランプ 

点灯…チャイルド□ック作動中 
消な…チャイルドロック辭除 


チャイルド□ックボタン 


設定:•解除をする場をは、 
チヤイ J レド□ックボタンを 
3秒しソ上巧します。 


_ 温度/時刻 含わはボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

♦室温設定の場ち 

設定温度をお好みの温度にすることびでをます。 
©あるいは©のボタンを押して合わせてください。 
♦時刻設定の場合 

あるいは©のボタンを押して合わせてください。 


] 3、16、17ぺージ参照 


タイマーポタン 


タイマー運転をおこなラ 
とさに使います。 _ 

] 7、18ぺ-ジ参照 j {—~ - -ブボ y ン 

セーブ運転の設定- 
解除をおこないます。 

1目ぺージ参照 


ひかえめ運転ボタン 


押すとひか无め運転 
モードになりまず 


14ぺージ参 , f 


__ 換気ランプ _ 

点滅（運転停止） 

室内の空気び、酸素不足が態です。 

♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてください。 
•換気ランプにたよ5ず]時劇。〜2回はおず部屋 
の換気をしてください。 


■温度衷"、 

設定温度 • ••目で〜28むまで設お温 
度を選択でをます。 

室内温度… 

0む〜32むまで表示します。 


〇時 I 十 
■湿度 


設定温度 室内通度 

固:國 


■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


■時計 
〇湿度 


設定湿度 室内温度 


■タイマー運転時刻表お 
タイマー時刻表示は点滅します。 
タイマー運転終了時には、 

「 Z 从 - 」を表示します。 


〇時計 
〇湿度 


設を湿度 室の温度 

山:に固 


■給油に関する残り燃焼時間 
残り時間を表示します。 

※油切れ時は「- -- -」を 
表示します。 



曲 


給油 


■3 時間燃焼終了時の表示 
「 3 くん-」 を表示しまず。 


〇時計 
〇温度 


設定温度 室の溫度 

I~3Io[h^ 


■故障•巽常により自動消火した 
ときの表示（エラー表お） 

自己診微 i 機能により、故障時には 
f - G 〜 f - 3を表示します。 


〇時計 
〇湿度 


設を温度 室内温度 

因四 
















お使いになる前の準備_ 

_製品と同 徊品を 取り出 しま ず 

♦包装箱からすべての徊包材を取り除さ、製品に傷をつけないよ 
ラに取0出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具を取り出してください。 

♦詳しくは、包裝箱上面に表示してある「包装の内割を参照して 
<ださい。 

•包装箱や捆包材は保管するとをにご利用ください。 

巧油について 



參燃料はな油^旧1号打油)を必ず使用してください。 


(!) 変質丹油、す純な油は、絶巧に使用しないで<ださい。 



I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで<ださい。少量の混入でわ、 
火災の原因にな0ます。 



♦変質灯油、不純灯油（巧油し M がの油•水-ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になりまず。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

(§) 巧油の保管のしかた 

♦灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、高温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

•灯油容器内の灯油 
がみないと温度変 
化により結露して 
水びたまることび 
あります。 

♦灯油の容器は専用のをれいな容器を使用してくださ 
し、。また巧油容器は必ず J I S 認定品で色つさの打 
油専用容器を使用して < ださい。 



な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけまず 
(火の気のない巧でおこなつてください） 

〇な油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 
















変質な油とは 


不純な油とは 


♦古い灯油。 
'な油） 


(2 年が上越した 


♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した打 
油。 

♦容器のふたび開けてあつたり、 
乳白色の容器で保管した巧油 
は変質しやずし、。 

変質のひどいわのは黄色味を 
おびた0、すっぱいにおいび 
しまず。 



使用禁止 


♦打油政がの油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ日油、機 
械油、重迎など）びほん 
のかしでも混入した巧油。 

♦水やごみび混 
入した巧油。 



使用禁止 


変質な油の見分けかた 


水と同じ無色透明な6正常。 



コップに水を入れ、巧に灯油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 


かしでを色びついていたら 
使用しない。 



白い紙- 


•変質な油の見分けかたはた 
いへん難しいので、 メーカ 
一のはっさ0しないな油は 
使用しないでください。 


使用禁止 


® 変質な油やす純な油を使用ず 
ると 


♦変質の■油や不純灯油を使用しまずと、バ 
ーナーにを量の夕ールびたまり、点义し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいびした0します。 

•水の混入した丹油を使巧しまずと、炎び 
ルさくなり火び消えてしまいまず。又、 
油タンクに口油び残っているのに、「給油 
ランプ」が「点な」することびあります。 


® 万一変質な油や不純な油を使 
つたときの処置のしかた 


油タンク、油受け、油受けざ5内の悪い 
丹油を旅さ取り、良質の灯油で内部を2 
〜3回洗ってか5ご使用ください。 

(23、24ぺージ夢照） 

悪い口油を抜を取ってち効果のないとさ 
は、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質の■油や不純灯油が原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理とな 
ります。 


お使いになる前に 


A 









お使いになる前の準備 



1油タンクを取り出ず。 

P 給油□□金をを「〇」へ回して取 
L 0 はずず。 

附属品の「□金開閉具」を使用し 

ますと、灯油で手を巧さずに給油 

□口金の開閉ができまず。 
_/ 

3給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端をジャパ'ラ 
の手前まで差し込んで、油量計を見 
なが5給油してください。 

(ホースげ巧けないように注意しな 
が5給油してください。） 

•巧油は油量計の上部（ち図和 給油 
位置）まで給油して<ださい。 

入れ過ぎますと、あふれ出ること 
がありますので充分注意して給油 
してください。 

- お願い - . 

•油タンクの中にある 「こぼれま偉」 の 
弁が、給油□近くまで上がっていると 
きは、弁を下へ押し下けてください。 

♦油タンクの中にある 「こぼれま栓 J は、 給 
油□□金が外れたときに、油漏れを防ぐ装 
置ですので、取り外さないでください。 
_/ 

4給油ロロ金を締める。 

給油□口ををち「广）」に回して、 
確実に締めてください。 

•こぼれた打細まよく拭き取ってくださし、。 

★給油□口金は、斜めに締めたり、締 
めつけが不完全ですと、油漏れによ 
る乂がの原因になります。また、違 
つた給油口□金を取り付けますと油 
がでなくな0ます。 



LR - 3己1の給油□口金 



油漏れのないことを確認ずる。 

□金開閉具を取りはずし、 

給油ロロ金を下にして油 
漏れのないことを確認し 
てから、ス I -ーブに正し 
<静かにセツトします。 

★油が漏れる状 /~ . 

態で使用しな r 油漏れ 
いでください。 

乂災のおそれ 
があります。 給舶□を / 


心 






r 〇 

3 砂巧し 
チャイルドロック 
あついときさむいとき 

を窃 

湿度•時刻さわせ 


♦50 分似內に、運転スイッチを巧して消乂してか5給油してく 
ださい。 

★給油しませんと、約5日分後に「給油ランプ」が r 点滅」し、 
「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示が 日：日 となり自動 
消乂します。 



給油延長運転をずるとき 

油タンクの灯油がかなくなり r 給油ランプ」 が 「点好 J したら、 
C デ「給油延長ボタン」 を押しますと、給油延長運転をして 
最大約已日分間の燃焼継続をします。 

r 給油ランプ」が「点滅」し、「デジタル表示部」の残0燃焼時 
間表示（分）が変わりまず。 



運転 


^間延長 
&含油延長^ 


プ」が「点な」し、ブザーが「ピッピッ」と 
連続して鳴り、デジタル表示部に残り燃焼時 
間（分）己;極/を表示しまず。 

•運転スイッチを押して消火してから、給油 
して < ださい。 

★給油しませんと、2分ごとにブザーが「ピッピッ」と鳴ります。 
約10分後に「給油ランプ」び r 点滅」し、「デジタル表示部」 
の残り燃焼時間表示げ 日巧 となり自動消火します。 



油タンクのな油が少なくなると、「給油ラン 


デジタル表示部 




• 「給油延長ボタン」 を押すと、時間延長（燃焼）を同時にセッ 
卜されます。 

り9ぺージ r 消し忘れ消火装置の使いかた I 参照) 

•給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 （「微弱」または 
「ミニ」） 運転をします。 


ストーブを持ち運ぶときは必ず消火をし、本体温 
度び充分下びってから、電源プラグを〕ンセント mm 
から抜いて、油タンクを取り出して、スト-ブを W 
側ブないよう静かに運んでください。灯油がこぼ 
れて火災になるおそれびあります。 で B で 


油タンクの灯油か空になってを、油受けざらの灯油を燃焼させて、最大約50分の延長 
燃焼（給油延長運転）びでをます。 


一 給な延長ボタン 

J 


お使いになる前に 


給油ランプ 


41 








お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


1 水平の確認をずる。 


•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないわ、、必ず確かゆてくだ 
さい。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、巧震自動消火装置が誤作動することびあ 
ります。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


2 電源 プラグをコンセント （家庭 用 ACIOOV ) に確実に 
差し这む。 

• 「ピツ」と音げします。 

■時計 

•デジタル表示部に r バな胃*^ 

一」表示が「点灯」し 
よ苗 0 

(消臭ランプを「点な」します） 


設定湿度 室内温度 

も-ぶ •] 



- お願い - 

★電源プラグを、絶対に、20日ボルトのコンセントに差し込まないでください。感電. 
火災 • 故障の原因にな D ます。 

★コンセントがゆるんでいた0、差し込みげ不充分ですと、電源プラグが過熱し、熱 
変形することがあります。このよラなときは、必ずお買い上げの販売店に修理を依 
頼してください。 

つぞ0〕た芭 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 | | — ふ;許険 J 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、巧ったり、巧頭 
重い物を ( D せたり、加工しないでください。感電 iranp ^ (\) 

や乂がの原因になります。 isz 


★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭の 
安全器〔ブレーカー）の容量をこえないよラにし 
て < ださい。 

★電源プラグを巧<ときは、電源コードを引っ張っ 
て抜かないでください。断線、発熱、発火の原因 
になります。 

★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用する 
と、変色したり、そり返ることがあ0ますので熱 
に強いマツトなどを敷いてください。 



0 

禁止 

0 



A 



® 「時計」表; 


3現在時刻を設定しまず。 

gii 現在時刻が午後7時10分の場合 

0 ©または0のボタンを一度巧す。 

「ピツ」と音がして「時計」表示が「点滅」 

します。 

( 2 ) デジタル表示を見なが 6© のボタンを押し 
て巧に合わせる。 

( 3 ) デジタル表示を見なが 6© のボタンを押してぶに合わせる。 


デジタル表示部 


設定温度 室内涵 jf 

齒:圆 

m 



0「時計」表示が、 r 点滅」か5「点な J に変わり、設定が完了しまず。 

-お願い- 

★ス I -ーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったり 
する場含は、コンセントを一度抜いて、もう一度差し込み直し 
て、時刻を設定してみてください。それでを直6ないとさはお 
買い求めの販売店までお問い含わせ<ださい。 


★ス I -ーブに初めて通電したとさ 
や、停電後や、電源プラグを抜い 
て再通電した場を、デジタル表示 
はち図のよラに表示され、 「時計」 
表示が 「点な J しますので、現在 
の時刻を設定してください。 


•時計 
〇温度 


設定温度 室内温度 


回日 



運ま 5 切 


T 肖臭点又 
時間延長 
、給油距 


あついときさむいとき 


i 

3度 .時刻合^、 

1^0 夕义 遺 


X 

〇セーブ 


〇ひかえゆ 


〇 〇 

給油換気 

) 

TOYOTOMI 

卜お#"-ス 



• © • ©のボタンは、一度押すごとに1時間または1分間ずつ進 
みます。押し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、 「時計」 表示び 「点ミ威」 している間 
(1 日秒間）に© - ( S ) のどち5かのボタンを押してください。 

時刻合わせげでさなかった場合は、ち弓一度©または©のボ 
タンを押してや0直してください。 


★省電力機能 


♦時計表示中に、已分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が「消な」 
して、電力の消費をおさえまず。 

時計表示を確認したい場をは、操作部の運転スイッチ列のどれかのボタンを押すと表 
おします。運転スイッチを押すと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中にこの機能は働をません。） 


お使 S になる1則に 


ぶ 










音です。また、燃焼中に「ジュッ、ジュッ」.「シャンシャン」などの音びする場 
合がありますが、これは灯油び蒸発する音です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐた刺こ、点火後3時間で自動消火をします。 
燃焼を継続する場含■は消火する前に CSFT 時間延長ボタン」を巧してください。 
詳しくは19ページを参照してください。 

女ガラス炎斷こ水をかけたり、衝撃を加えないでください。割れることびありまず。 
ストーブを運転する前に、ガラス炎筒び割れていなし佩確認し、割れていれば、 
修理(交換）してください。 


使いかた 



点乂（通常運転） 


^最初の設定は、消臭点火モード設定してありますので、最初から r 消臭ランプ」 が 「点な J します。 
「消臭点火」は、点火までの時間を約1日0砂にして、予熱を充分におこない、点义時のにおいをルな 
くする点火ち法です。 

①「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 「温剧表示 デジタル表示部 

•「ピッ」と音がして「運転スイッチ」び「点滅」します。 //-、/ 

•「温固表示が「点打」し、デジタル表示部に設定溫 は_ん '設定严度、•室陆昂度 

度と室内遍齡表おしまず。 fDr )] 0 ( in ) \ 


デジタル表示部 


〇時計 
■•湿度 


國: 

: m 


@約1已〇秒後に自動的に点乂し、 r 運乾スイッチ」び「点灯」 ^ 

に変ゎりまず。$ 愛ちスかチ 

•八イパワー運転 

運転中に室内溫度が低下し(約1013切 下)、— 設定温度との差び約5で切上にな 
ると、数分間、通常の最大暖房出力を約1096アップさせて自動運転します。 

I が 点火解 除ち法1 

♦「運輯スイッチ」 が 「切」 の時に r 消真点乂ボタン J を巧すと、 「消真ランプ」 が 「消 
灯」 して消臭点火モードが解除され、点乂までの時間び短かくなります。(約 
9 日砂)室喊晶度が抓!; TF の場合は、点火までの時間び I 日0 秒のままです。 

I —捉唆應五方窗 

♦r 運乾スイッチ」 が r 入 J の時に 「ひかえめ運乾ボタン J を押ずと、 「ひかえ 
め運転ランプ」 が r 点な」 して、ひかえめ運転モードになります。 

運転中に室內温度び、設定温度に達して、約 3 □分間まをしますと、設定 
温度を殺!^下げて、燃焼状態を I 段階下げて、節約する運転ち法です。 
※ひかえめ運転中は、設定温度を約 I て:下げていますが、設定温度表示 
は変 b りま WV 。 -ぉ願ぃ- 

★初めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動び加えられたあとに運 
転ずるとさ、白煙('灯油の蒸気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、 

振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた余分な油び蒸発ずることによるちので、 

-度点火し、余分な油びなくなれば白煙皆臭気はな<なりまず。この様な場合 
は白煙、臭気がなくなるまでは(窓をあけるなど、）操気をおこなって<ださい。 

★点火時に y (—ナー(燃焼部)内で、「ボッ」と言う音や「ゴーゴー」と言う音びしま 
す。これは点火を確実にするたがで異常ではありません。 

★点火時にはかしにおいびあ0ます。 

★燃焼中「チツチツチッ」と言5よラな音びすることびありますび、電磁ポンプの 




時間延長 


3秒巧し 

frO 

チャイルド□、リク 
あついときさむいとき 

温度‘8き^せ 

〇タイマー 

V . _ / 

〇 


〇ひかえめ 


油タンクに口油があるのに 「給油ランプが; r 点打」 又 
は 「点 ミ 威」 している場合は、油受けを取り出し、ごみや水 
を捨て打油で洗浄してください。 (23 ページ参照） 




★ス I ブを使用するときは、正常に燃焼しているかガラス炎筒巧の炎の 
が態を必ず確認してください。 


〇 


(ここに表示したげ態は r 強燃焼」の状態でず) 
正常 異常 


異常 


使用禁止 


•青炎燃焼で炎の先端 
にをか黄炎がはいる。 
•ヒートエレ ントが 
ほぼ均一に赤熱し、 
炎の伸びや、燃焼音 
がルさい。 

•ヒートエレメントの 
赤熱が悪<、燃焼音 
が大をい。 

•ヒートエレメントに 
達するほど炎が高く 
伸び、炎全体が黄色。 

♦ヒートエレメントが 
極端に赤<、黄色味 
を帯びていて、とを 
どさエレ><ントの巧 
から炎が飛び出す。 

• 「ピー」と言ラよラ 
な異常音がずる。 


♦燃焼用空気が多すぎ 

1 

•燃焼用空気不足。 
•燃焼リングの取り付 
け不良。 

•ク□スマットの浮を 
上り。 


♦販売店にご相談<だ 
さい。 

•給気フィルターを掃 
除する。 

•販売店にご相談くだ 
さい。 












使いかた 

室温の調節(運転中にしかできません) 


温度設定しない場含や停電や電源コードを振いた後再運転 oBi^t 
する場合は、「ぶ?」 （2 ぴ C ) が設定温度とな0ます。 ■湿度 


設定ミ届度 


室巧湿度 


励://巧 


0 ©または©ポタンを一度巧す。 

• 「ピッ」と音がして r 温尉表示が、 「点 
滅」します。 

@温度を上げるとを 

•デジタル表示を見なが 5© のボタンを巧す。 

③ 温度を下げるとを。 

•デジタル表示を見ながら©のボタンを押す。 


r 溫度 J 表示 


〇時計 
■•湿度 


デジタル表示部 


設定ミ豆度 室内湿 ) f 


邸 

Tm 


•温度設定をずる場合は r 温尉表示が r 点滅 J している間（約]日秒 
間）に© •©ボタンのどち5かを巧してくださし)。設定でき 
なかった場合はをラー度押して、やり直してください。 

•設定温度は6で〜28で、'室温表示は〇で〜32でまで表示します。 
♦設定温度にコント□ールするために、自動的に「強」（最大)•「中 J • 
r 弱」 • r 微弱」 • 「ミ ニ 」慮ル)運転をくり返します。 

•-度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をし 
ない限り、「消乂」後再運転する場合、同一設定湿度になります。 


-お願い-^ 

★室温が約] 8でしソ下では「微弱」または 「 S 二」燃焼しな 
いことげあ0ます。 

★温度調節は巧流用ファンの空気取入口おくの温度を感知し 
ておこないまずので、ス I -ーブの位置や部屋の大きさなど 
で、必ずしを、全面パネルの「デジタル表示部」の室内温 
度表示と、室温とは一致しません。 

ノ 


セーブ運輯 


セーブ運転は設定温度よりを室温び約3で上昇しますと「消火」して無献 

な暖房を抑えます。 - 

セーブ運転を解除していない状態で運転したとさに、室遍び設定温度より 

3むな上高い場合は、運転ランプは「点な」しますび運転はしません。 

また、室温が設定温度まで下がりますと、自動的に再点乂させまず。 

\__ 

(4) 「セーブボタン」を押します。 

• 「セーブランプ」が「点灯」してセットされます。 

★解除する場をは再度「セーブボタン」を押してください。 



〇知ブ 


むかえめ 


給油換気 


TOYOTOMI 













Hi 午前 6 時 30 分に設定したいとき 

( T ) 「タイマーボタン」を押ず。 

•このとさデジタル表示部の表示 _設定温度 室喊瓦度 

が r パ-」表示に変わり、「タイ 8 il / TT )°/ TT 7 
マーランプ」が「点滅」します。 ( __/ 


( D デジタル表示を見なが目©のボタンを押して S に合わせる。 
(3) デジタル表おを見なが 5© のポタンを押してぶに含わせる。 


祗在 


〇 

3砂}甲し 

U チャイルド日ック 
ぁっぃときさむし/®‘ 


扁度-時刻合わせ 

— • タイス— 


〇ひかえめ 


(4) デジタル表示部のタイマー時刻が「点滅」している間に、「運転 
スイッチ」を押して「入」にする。 

•約]0秒ほど経過すると、「タイマーランプ」が「点灯」し、 
デジタル表示は現在の時刻を表示してセツトび完了します。 


給油換気 

TOYOTOMI 



★タイマー運転をずる場合は、13ページ [3 現在時刻を設定します I に従って、時刻合 
ねせをしてか5でないと運転でさません。 

女タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に 「ら-か-」 が表示されまず。 


デジタル表示部 



■タイマー点火時刻は、 5 分おきにしか設定で 
をません。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコ 
ント□ールでお部屋の大きさとその時の室温 
により、自動的に点乂時刻を決定し、設定の 
時刻には、お部屋を隱かくしておきます。 

通常、タイマー運輯設定時刻の 0 分か 52 己分 
前に運輯を開始しまず。 


• © • ©のボタンは、一度押すごとに1時間または日分ず 
つ進みます。押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻をわせをする場含は、デジタル表示部のタイマー時刻 
び「庶威」している間（約10砂間）に© - ©のどちらか 
のボタンを押して < ださい。 

参設定できなかった場合は、わラー度 「タイマーボタン」 を 
押してやり直して < ださい。 


使いかた 


ぶ 







使いかた 

女タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボ 
タン」 を押してデジタル表示部のタイマー時刻の 「点 ミ 威」 中（約1日秒間）に、 「運 
乾スイッチ」 を 「入」 にするだけで同一時刻で設定が完了します。 

★ r 運輯スイッチ」 を押して、 「運範スイッチ」 が 「点滅」 しているときに 「タイマー 
ボタン」 を押すと 「タイマーランプ」 が 「点な J し、セットが完了します。 


★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 




ノ 


タイマー運転の解除のしかた 

-\ 


タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常 
運転をおこないたい場合。 


1「運転スイッチ」 を巧して 「切」 にする。 一 〔タイマー運転の解除〕 
2「運輯スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。^〔通常運転開始〕 


タイマー運乾のミ主意事項 


★タイマー運転をした場合点火後約1時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ」 が 
「点 I 灯」 し、デジタル表示部の 「，が」 表示が 「点む」 して、他のランプはをて 
「消な」 します。 

連続運乾するとをは、タイマー運乾の点火時より1時間];(内に「時間延長ポタン」 
を巧しください。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるた 
めで、手を触れない場合は、自動的に消乂します。 

♦残り燃焼時間が] 0分になると 「デジタル表示部 J に亡].•極/. 3.を 7.5... ,< と表示し、 
2分毎にブヴー（「ピー」音）でお知5せしまず。 

★通常運転中に 「タイマーポタン」 を押すと、 「消火」 して 「タイマー運転」 の待機状 
態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し、現在時刻を設定してか5でないと「タイマー運転」の待機状態になりませ 
huo) 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に 「タイマーポタン J 
を押すと、1日秒間表示します。 

女タイマー運転操作後に停電があったときや、ストーブを揺らして巧震自動消义装置 
び作動したとさ、電源プラグを损いたとさは点火しません。 

この場をは、再度13ページ I 3現在時刻を設定しまず I を読んで、時刻をわせをし 
てからおこなってください。 











消乂のしかた 


(T) 「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

•このときデジタル表示部は、現在の時刻を 
表示し、「消臭ランプ」が「点滅」して消 
臭機能の作動を表示します。 

•消火後、約12日秒間、対流用送風機は回 
転し続けます。その後自動的に停止します。 

お願い 


デジタル表示部 


★消火操作をしたときは r 運転スイッチ J の r 消灯 J とバーナー内の火び 
消えることを確認してください。 

女消乂時にはバーナー(燃焼部）巧で「ボッ」と言う音や r ゴーゴ ー 」と言 
ラ音がします。これは消火を確実にするたがで異常ではありません。 
★消火後、対流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントから巧 
かないで<ださい。音び出たり、炎び出ることがあ0ます。 

★点乂してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生することびあ 
ります。点火後約2日分はでさるだけ消火しないでください。 

女緊急のとさを除いて、消乂は必ず「運転スイッチ J を使用してください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントか5旅いてく 
ださい。 


消乂後再点乂ずるときのを意 



★消乂後ずぐに再点乂すると、異常音が出ることがありまずので、し 
ばらく（約10分）待ってか5再点乂してください。 

★ストーブが暖かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は、約4日 
秒です。 


消し忘れ消火装置の使いかた 


設定湿度 


室内温度 


寡 W ぶ 。。/ Kr / 


〇時計 
〇温度 


設定湿度 


室肉涵度 


★消し忘れによる、万一の事故を防止す 
るために、 点乂してか S 3 時間燃焼が継 
続ずると、「デジタル表示部」に？,义-を 
表示して、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、]0分になると「デ 
ジタル表示部」に数字で ぶ. 3" •' と表 
します。 

♦この間、2分毎にブザー （ r ピー」音）でお如らせします。 

0消乂ずる前に「時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点か S 再度3時間の燃焼継続が巧能になります。 

•自動消乂した場含は、 「運転スイッチ」 を押し直してください, 


□:圆 


あつりときさむいとき 

を遂 

温度*時刻合わせ 

〇タイマー 


〇セーブ 


〇ひかえめ 

〇 〇 
給油換気 

TOYOTOMI 


使いかた 


M 








チャイルド□ックの使いか た_ 

チャイルドロックは、お子様のいたず!5操作の防止や、誤つ 
て運転スイッチを押してち点火しないよラにしたいときに使 
用します。 


チャイルド□ックの機能 


1運転中にチャイルド〇ックを「セット J したとを 
• 「運転スイッチ」 で 「消乂」 のみができまず。 
•設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2消乂中にチャイルド□ックを「セット」したとを 

•すべての操作がでをません。 


チャイルド□ックの使用は、 CF 「チャイルドロックボタン J 
を 3 秒]; Lb 甲ずことで、「セット」又は「解除」びでをまず。 

「セット」…[: 5^「チャイルドランプ」 が 「点な」。 

「解除」… hrO| r チャイルドランプ」 が 「消灯」。 



設定湿度 室内温度 

〇時計 ( ) 〇 ( ) 

。温度 •し I—I 


★閉め切った部屋などで長時間運転をすると r 換気ランプ」 
び 「点 ミ 威」 しブザー ( r ピー」音）び日秒間鳴って運転を 
停止し、 「デジタル表示部 J に 「パ’一」 表示が 「点 ミ 威」 し 

ます。 

r 換気ランプ」 にたよらず、1時間に1〜2回は必ず部屋の 
換気をしてください。 


使いかた 

換気注意表示の見方 


チャイルドランプ 


換気ランプ 


齡 


oi 






安全装置 

★安全装置が作動ずるのは何 S かの異常があるときでずか5、下記の処置をしても正常に 
な5ないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 「運転スイッチ」 を 「切」 にしてか 6 再び押し直して 「入」 にする 
ことをいいます。 


r 

安全装置名 

はた6を 

処 置 

巧震自動 
消乂装置 

•運転中にス1-ーブ本体び地震(震度約己 
iU 上)や強い振動、衝撃を受けたとを、 
火がなどの危険を防ぐために自動的に 
運転を停止します。 

•地震によって作動した場合 
は、周囲の可燃物、機器の 
損傷、油のあふれなど、異 
萬がないことを確認した 
後、再点乂してください。 

不完を燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常に 
よりノ（ーナー部への空気の供給び不足し 
たとき不完全燃焼による危険を防止する 
をのであり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、給気フ 
ィルターの掃除をし、部 
屋の換気をしてか5再点 
火してください。 

(22 ぺージ参照） 

この装置は 
ずるための 
回換気して 

、あくまでも不完全燃焼による危険を防止 
ものであり、使用中は必ず1時間に1〜2 
、新鮮な空気を補給してくだをい。 

点乂を全 
装 置 

•点火ヒーターの赤熱不足や、バーナー 
ヴー5スタの不良による点火不良。 

•点乂ヒーター•電磁ポンプ•燃焼用送風 
機などの故障により点火しないとさに、 
運転を停止します。 

•点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底のク□スマツトに 
灯油びしみこんでいます。 
完全に乾燥させてから、ご 
使用ください。 

(販売店にご相談ください） 

停電を全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<など 
して電源が切れたとさは、自動的に運 
転を停止します。再び通電されても運 
転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場台、 
タイマー運転は解除されまず。 

•再点火操作をします。 
•現在時刻の設定とタイマ 
一運転時刻の設定をやり 
直します。 

(13、]7、18ページ 
参勵 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運 
転を停止させる安全装置です。 

•巧点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用フアンモーターの故障や異常燃 
焼などの原因でス1-ーブび異萬過熱し 
たとさ、火災などの危険を防ぐために 
燃焼を停止します。 

•フアンカバーのほこりを 
取り除いてか S 、 再点火 
操作をします。 

に3ぺージ参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

L 

•消し忘れによる危険を防止するために、 
点火してか53時間、燃焼が継続ずる 
と自動的に燃焼を停止します。 

•消火する前に「時間延長 
ボタン」を押ず。 

•消乂した場をは、再点火 
操作をします。 

(19 ページ参照） 


使いかた 


A 







-お願し、- 

★点検•手入れをずるときは、必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか目抜いて、 
本体温度が巧分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずるおそれがありまず。 

★部□ちに離るときや、内部を掃隙ずるときは、手をケガしないように、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シンナーなどでみかないでください。変色します。 

★雲装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 



_周囲のが燃物 _ 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やすいをのを置かないぶラにして < ださし、。 



油漏れ、油のたまり、油 のにじみ 

♦万一油漏れによって油のたまり、油にじみ 
び生じているときは、消火操作をし、原因 
户 at 机をたしかめ防漏処置を 
し、油漏れがな<なった 
H ことを確認してか5点火 

rih 操作をしてください。 


置台に油に 
じみはあり 
ませんか。 



_______— J まこク___ 

♦ス f -ープについたほこりが巧れは、掃除機 
で吸い取ったり固くしぼった駕れ雑巾など 
でふさ取ってください。 

'汚れたままのご使用は危険のをとですし、 
ストーブのいたみを早めます。 


給油□□金 




•油タンクの給油 □ □金の弁部 
などに、ごみがはさまってい 
る場合がありますので取り除 
いてください。 


1週間に1回上 


_給 気フィルターの掃除 _ 

>本体側面にある給気フィルターに、ごみやほこ0び目づまりしまずと、燃焼用の空気量が減 
って不完全燃焼の原因にな0ます。 

給気フィルターに付いているほこりを、取りはずしてはたいたり、電気掃除機などで吸い取 

つしくとし、。 が旧田 I 、 I 〜 

OjJa 、 員し、 \ \ 1 が一 入 K ； 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目と^ \ 

ミちれが取れな。いときは、洗剤で洗って、よく i 一 • ffi ) I 

乾かしてからご使用ください。 な^ 

★取りはずしたときは必ず元どおりに取り付けてください 。 J 〜ド/^ 

(取りはずしたままでご使用されますと、異 

常燃焼の原因になります。） 給訟子仪一を熱公,ル至::芭甥さ曾皆 


掃除しまず。 


平）に引っ張ればはずれまず。 










フアンカバーの掃除 


参本体背面にあるフアンカバーにごみやほこりび目づまりしますと、 
温風用空気量が減って過熱防止装置びはたらいて消乂します。 
フアンが停止していることを確認してからフアンカバーに付いてい 
るほこりを、電気掃除機などで暇い取ってください。 

ぐ -お願い- . 

★電源 プラグをコンセントか 5 巧いておこなってください。 

★フアンカバーの掃除をしても燃焼び停止するようであれば24ページ 
に記載してあります けがな用フア ンの掃除 I もおこなってください 。, 


ガードと反射板の掃除（必ず手袋をはめておこなってください ) 

♦ガードや反射板にほこりやミちれび付着した場含は、やわらかい巧で掃除してください。 
★反射板にほこりや巧れが付着すると、反射率び悪くなりまず。 


-お願い- X 

★このときおずストーブを消义し、本体温度び充分下がってか5にしてください。特にガラス 
炎筒は、温度び下びるのび遅いですか6、やけどには充分気を付けておこなって<ださい。 



ガードの掃除 ガードを持ち上げて手前に引きます。 反身が反の掃除 


1箇月に1回於上 


ルーパ’~の 掃除（必 ず手袋をは めて おこなってくだ さい) 

♦ルーバーが巧れたり、ほこ0び付着した場含は、ガード 
を取りはずして電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾な 
どでふを取って < ださい。 

r -お願い- 、 

★このとを必ずストーブを消火し、ルーバーび;令えて i 
からおこなってください。 I 

[ やけどをするおそれびありまず。 I 


_巧 震自動消火装置 

♦燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検してください。 
♦自動的に消火しますと、「デジタル表お部」に屋3 /3を表示します。 


1箇月に1回上 


油受けの掃除 


•油受けは灯油は通しますび水は通しにくいフィルターでできています。 
油受けに水やごみがたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給油ラン 
プ」が「点巧」することがあります。 

♦ 「油タンク」を取り出してから、「油到ブ」を傾けないように取り出し、 
たまつた水やごみを取り除いて < ださい。 

f -お願い-^ 

L ★般けは、水で洗ゎなぃでくださぃ。必ず側で洗ってくだ さぃ。1 





点検•手入れ•アフタ J サ—ビス 













点検•手入れ 


1シーズンに！〜2回];!上 


対流用フアンの掃除（必ず手袋をはめておこなってください） 

. -お願い- 

★巧流用フアンにごみやほこりが多量に付着しますと、温風用空気量げ減って過熱防止装置 
がはたらいて消火します。 

対流用フアンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 
★ストーブを消火し、電源プラグをコンセントか5抜いて、ス I -ーブの温度が充分に下がつ 
てか5おこなつてください。 


( D 本体背面のフアンカバーの止めねじ （4 本）をは^-•本体 

X ずしてください。 省内部暗 I …リ j 

( 2 ) 巧流用フアンは、フアンカバーの内側に取り付け 
てあります。静かに取り出してください。強く引 
っ張ると、リード線び切れることびありますので 

^慎重に扱ってください。 

(3) 巧流用フアンに付着したごみやほこりをやわらか _ 

い巧や歯ブラシ 等で こすり 取っ てください。また、 巧流用ファンヵバ-をはずず。 威 ファンを掃除ずる。 
見える箇所だけでよいですから、本体内部のほこ 
^りも電気掃除機で吸い取ってください。 

( 4 ) 元どおりに組み立ててください。 

I 油量けざ5の掃陈 




♦油タンクと油受けを取り出し、附属品のス 
ポイト等で油受けざ5内の水やごみを扳い 
て < ださし、。 


油受け 


- .一 ゴ•些日夕 

し 

油受けを取り出す。 

_み タンク内 の掃隐 

♦ストーブか5油タンクを取り出し、給油ポンプで、 / 

油タンク内の灯油を抜さ取ってください。 // 

わずかに残った灯油は、油タンクに給油□口金を い 

取り付け、油受けを本体の中から取り出して給油 (0 

□ □金に押し当て、油タンクを左ちにゆすって抜 
いて <ださい。 ^ .二 


_ 電源プラグ、コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまる 
と火災の原因になることびあります。 

電源プラグをコンセントか6旅いて、付着したほ 
こりやちれを取り除いてください。 



附属品のスポイトで油受けざ5内 
のかやごみを巧く。 



油受け 


P バケツ 



Ik 


コンセント 






故障•異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


安全装置が作動ずると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が表示〔エラー表 
示〕されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買いずがの販売店へご連絡ください。 


今 


今 


=> 


今 

今 

—j\ 

今 

今 

今 

今 

人 

—>s 

— >\ 




処置方法 


♦しば日く待ってか5再点火操巧をしてください。 
♦フアンカバー、ルーパ’一、巧流用フアンの掃除を 
してください。 

に3、24ぺージ参照） 

♦ストープの周囲の階害物を取り除いてください。 

♦運輯スイッチを一度 r 切 J にしてか5現在時刻* 
タイマー点义時刻-室温設定をしてください。 

♦猩源プラグなど電源をご5き詔ください。 

♦醒気系統の故障でず。お賈いずめの眼売店まで 
「デジタル表示」などをご連絡ください。 

♦惶巧び’お雲です。お買い求めの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一度まで、「デジタル表示 J など 
をご連搪ください。 

♦しば5く待ってか5再点火操作をしてくだをい。 

•お質いホめの販売店または別紙のお客樣相談窓口 
一黄まで、「デジタル表示」などをご連絡ください。 

♦ストーブが慣いていないか確認してから、再点义 
操作をしてください。 

•給気フィルター、油受けの橘除をしてください。 
(22、23ページ参照） 

♦修理び必要です。お買いホめの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一巧まで、「デジタル表示」など 
をご連緒ください。 

♦ストーブの周囲の障害物を取り除いてくだをい。 

♦醒気系統の故腾です。お買い巧めの販売店または 
別紙のお客様相談窓口一度まで「デジタル表示」 
などをご連お< ださい。 

♦給気フィルター、油受けの掃除をしてください。 
(吕2、23ベージ参目負） 

♦修理び必要でず。お買いおめの販売店または別紙 
のお客様相談窓口一提まで、「デジタル表示 J など 
をご連絡ください。 

•運転スイッチを「切」にして、チャイルド□ック 
巧解徐してくだごい。（吕日べージを照） 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー点火時刻 
を設定してくだごい。 （17 ぺージ参照） 

•窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこなって 
か5再点乂操作をして < ださい。 

•な油を給ミ由してから再点火操作をして<ださい。 

♦再点义操作をしてください。 

♦再点义操作をしてください。 

♦操作部のいずれかのボタンを押してください。 


デジタ獅 

点な（点滅）の意味 

E-S 

♦過熱防止装置が作動しました。 

1-0 

•停留ミ肖火を里源げ入りました。 

f - / 

♦ルームサー云スタび削線しました。 

f -/ 

♦ K — ナーか'予规不足です。 

参 バーナー ヴ—ミスタび断線しました。 

参な义ヒーターび斷線しました。 

ら ■? 

♦ミ肖乂後すぐに再庶义操作しました。 

•点义まを装垣が作動しました。 

E-S 

♦地巧により消火しました。 

•本体を煩けたり、5をい振動、衝擊がちえ5れ消 
乂しました。 

ら■ら 

•不完全燃焼防止装担び作動しました。 

£-7 

♦室温が上になりました。 

E -8 

♦ブロアモーターが停止しました。 

£■弓 

♦点火巧を装置び作動しました。 

C _ 

♦チャイルド□ック中に運聞スイッチを r 入 J に 
しましに。 

L 广ご f 广 

♦タイマー点义時刻び設をされていません。 

• • • • 

換気ランプ 

♦室内鹽素が不足でず。 

バー表示点減 

給ミ由ランプ 

参な油がなくなり消义しました。 

が广 

タイマーランプ 

•タイマー運臨が格了しました。 

が广 

•消し忘れ消义装置にて消义しました。 

を 消！ 0 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ページ参照） 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 









電源プラグをコンセン^ 
卜に差し込んでない U 

停電した 0 


JI 


炎 

が 

大 

走 

ぐ 

な 


表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 


巧震自動消乂装置が 
作動した 

油受けにかが入った 〇 


油受けさ’5に水が入 

つてし、る 

給気フィルターの目づ 
ま0 

油タンクに口油がな 
い 

灯油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気不良 


変質な油や不純な油 
を使った 


省電力機能が作動し 
ました 

給油□□をが間違つ 
ている 


〇 

〇 




る 


な 

し、 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 

故障かなと思ったときに 


m 

r/tw 

焼 

が 

大 

を 

い 

突 

然 

ず 

ベ 

て 

の 

ラ 

ン 

プ 

が 

消 

を 

る 

-^ 

処置方ま 

n 

_1 

〇 

電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 


〇 

停電復帰後、再点乂 
操作をずる 



再点火操作をずる 



油タンクと油受け内 
の水を取り除く 



市販の給油ポンプで 
水混入のな油をずつ 
かり巧く 



フィルターを掃除ず 
る 



丹油を入れる 



こぼれた!) a 油をされ 
いにふさとる 



部屋の充分な換気を 
ずる 

〇 


変質な油や不純な油を良 
質のな油に入れかえる 
販売店にご相談ください 


〇 

操作部のいずれかのボ 
タンを押してください。 

リ 3 ぺージ参照） 



正しし、給油ロロ金を 
取付けて < ださい。 
。〇ページ参照） . 


使 

用 

中 

急 

に 

消 

文 

る 

置 

心 

に 

油 

に 

じ 

み 

が 

お 

る 



〇 


〇 


〇 


〇 


〇 
E- ら 


〇 






使用中室内が 















部品交換のしかた 

_ 部品交換のときのミ主意 

•部品交換や修理をお受けになる場含は、曰本石油燃焼機器保守協舎でおこなラ巧術 
管理講習会修了者（石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推 
奨します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したわのは使わないでください。 


•短時間に消锦する部品は特にありませんび、交換部品が必要な場合は、お買い求め 
になった販売店にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品（指定された部品）をご使用ください。 

★部品を交換するとさは、ストーブを消火し、本体が充分冷えてから、電源プラグを 
コンセントから巧いておこなってください。 


保管のしかた （長期間使用しない場合) 


★ストーブを保管する場をは、22ぺージ 点検•手入れの 項を参照して、ストーブの 
手入れをしてか5保管して < ださい。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。 


1ストーブを消乂し、ストーブが充分に冷えてか S 、 電源プラグをコンセントから抜く。 

9給気フイルター、フアンカバー、ルーパ’一、電源プラグに付着したほこりやミちれを 
■" 電気掃除機や固< しぼった濡れ雑巾などで取り除<。 

3油タンク、油受けざら巧の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

•鐘や巧あさの原因になりまず。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をふ 
き取ってください。（シンナー、ベンジン等ではみかないでください。） 

5包装箱に入れて保管する。 

•口金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある 
T 型巧に弓 I っ掛けて保管しておくと便利です。 

★口金開閉具についた阿油は、よくみを取ってください。 

♦湿気の少ない所に保管して < ださい。 

•傾けたり、横にしないでください。 

损けをれなかった好油がもれます。 

★取扱説明書 • 保証書ち必ず保管して < ださい。 


廃棄するとき 

24ページ I 油タンク、ミ宙受けざ5の掃原1 の項を参照して、油タンク、油受けざら内の 
打油を抜を取ってか5廃棄してください。 


T 型巧 



点検 • 手入れ • アフタ1サ！ビス 








^ 型式の 

呼び 

LR -351 1 

種 類1 

ポット式-強制通気お-強制対流あ 

点火 方式 i 

電気点火 

使用 燃料 

灯油 （JIS ] 号） 

燃料消費量1 

最 大 

0.364 L/h 

最 小 

0.09 IL/h 

1 

暖房出力1 

最 大 

3.74kW 

最 小 

0.94kW 

油タンク容量 

4.9 L 

燃焼継続時間 

13.5 時間（最大燃焼時） 

外 お 寸 法 

高さ48己 mm 幅曰 88mm 奧巧 320mm (置台を含む） 

質 量 

15kg 

電源電圧及び周波数 

100 V.50/60H2 

定 格 

消費 電力 

点火時 330/330W 燃焼時 28/26W 
最大9己0/9己日 W (点火初期に短時間発生） 

騒言値（正面）※ 

最大燃焼時3目 dB 最ル燃焼時 24ci 巨 

電流 ヒユーズ 

4A 

安全装置 

巧震自動消火装置、点火安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 

停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 

附 属 品 

口金開閉具 （ 1個)、スポイト （ 1個） 

※騒音値の数個ま JIS 測定方法 （ JiSS 3 日 31) に基づく正面值でず。 

■配線図 



8 












アフターサービス 


保証について 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事 
ください。記載巧容をご確認のうえ大切に 
★保証期間はお買い上げの曰より1年間です 

項を記入してお渡ししますので、お受け取り 
保管してください。 

〇 

-ジ）に従って、お調べください。直5ないとさは、 
お買上げの販売店にご連絡ください。 

な式石油ストーブ） 

>保記書の規定にしたがって、販売店が修理さ 

ちでをる場合には、ご希望により有料で修理さ 

曜成されています。 

修理を な！ ず 亥と を 1 

♦故障-異常の見分けかたと処置のしかた （2 已ぺ- 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、 
♦ご連絡いただをたい巧容は次の通りです。 

①品名…石油フアンヒーター(強制通気形開方 
③型式の呼び ••• LR -3 日1 
③お買上げ年月曰 

® 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ.電話番号 

♦修理に際しましては保証書をご提示ください< 
せていたださます。 

♦保障期間が過ぎているとをは、修理ずれば使 J 
せていただをます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などでお 

- - 

しの取扱説明書と本体1し表のされている禁止事項.注意事項および通离 i ま用に反して^ 
1使用された場含の故障、事故につをましては、保詔いたしません。 1 

補修 用 性能部品について 

★石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるた姐に必要な部品です。 

転居される 場 含 

•このフアンヒーターは電源周波数已日、目日卜 

★電源周波数の異なった地域への転居でちその言 
地からの転居は再調整げが要ですので別紙の1 

- — --- J 

セとち同一仕様です。 

ちまお使いいただけますが、高批への齡民.高 

[ お客緑相談森 □— 覽までご相談くだ■'ホい。 

A 注意 

故障•破損したら使用しないでください。不完全な修理や改造 
は、危険です。 

- - SiJ 

A ま意 

修理、引越しなどでス1-ーブを運搬される時は、必ず油タン 、 
ク、油受けざらの灯油を抜いてください。運搬の途中に灯ミ由 M 
かこほれ、周囲をミちずおそれがあります。 指示 


故晴•修理の際の連絡先 


三ミこ H こ1 ビスについてねからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの 
様相談窓口三動 (別紙参照）までお問いをわせください。 


点検•手入れ•アフタ1サ！ビス 





LR -351 取扱説明書 


愛情点検 1 

♦石油フ アンヒーターの 補修用 

★長年ご使用の石油フアン ヒーター の点検を！ 贊轉熙蜡呆患嚮副ホ、製造 

巧ち切りを6年でず。 

つ 

ご使用の際 
このぶラなことは 
ありませんか 

♦油をれする。 

♦燃焼中強いにおいびする。 
♦おが異常に黄色い。 

♦予熱時間び異常になびい。 
♦運転中異常な音びする。 
♦その他の異常•故障びおる。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 

コンセントか5電源プ 
ラグを拖いて、必ず販 
売店に点検•修理をご依 
頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


BB 



■ 

D 

B 






■ 


株式会社卜 3 トミ 


本社 名古屋市瑞穂区桃園町日番]7号 
干 467-08 日日電 i まく曰已2> 822-1 144 
_ FAX く〇已2> 822-2742 

1=1=ミ枕式を社トヨトミは巧適巧あの一巧としてこの説巧#は再ち巧を使用しています。 


ち K だろ《1 M お巧ま必そ狂用してい S r 



















